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★

宇

宙

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

あ

り

、

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

創

造

す

る

の

が

神

★

心

霊

的

に

神

を

考

え

る

★

ど

ん
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人

間
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高

次

の

世

界
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く

の

か

★

北

海
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の

霊

的

背

景

★

占

い

の

神

霊

・

蟲

神
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★

日

本

の

国

土

成

立

の

霊

的

事

情

★

日

本

に

初

め

て

住

み

着

い

た

の

は

、
龍

神

の

大

王

で

あ

る

、
天

の

御

中

主

尊

で

あ

る

。

天

の

神

で

、

七

代

続

く

。

し

か

し

、

こ

の

と

き

す

で

に

、

コ

ロ

ポ

ッ

ク

ル

と

い

う

原

住

民

が

い

た

ら

し

い

。

皇

紀

前

五

百

年

こ

ろ

、

別

の

一

族

が

日

本

に

や

っ

て

く

る

。

キ

ン

ナ

ラ

族

と

い

い

、

国

常

立

尊

で

あ

る

。

四

夫

婦

八

人

で

移

住

し

、

地

の

神

の

代

表

と

な

る

。

さ

ら

に

、

キ

ン

ナ

ラ

は

、

土

着

の

原

住

民

三

百

人

を

配

下

に

置

き

数

百

人

の

大

家

族

と

な

っ

た

。

こ

の

時

代

が

イ

ザ

ナ

ミ

、

イ

ザ

ナ

ギ

二

神

の

時

代

で

あ

る

。

こ

の

と

き

、

天

の

御

中

主

の

分

霊

が

イ

ザ

ナ

ミ

に

受

胎

し

て

、

天

照

や

ス

サ

ノ

オ

が

生

ま

れ

、

霊

結

同

盟

が

で

き

る

。
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こ

の

国

常

立

が

上

陸

し

た

の

が

日

向

の

高

千

穂

で

、

こ

こ

を

高

天

原

と

い

う

。

天

照

と

ス

サ

ノ

オ

の

対

立

に

は

こ

ん

な

訳

が

あ

る

。

国

常

立

(

韋

駄

天
)

が

日

本

に

来

た

と

き

の

守

護

神

は

、
当

時

の

イ

ン

ド

の

最

高

神

で

あ

っ

た

が

、

国

常

立

が

強

く

な

っ

た

の

で

、

ス

サ

ノ

オ

を

出

し

て

反

対

し

、

岩

戸

隠

れ

と

な

る

。

後

に

ス

サ

ノ

オ

と

梵

天

は

出

雲

に

移

動

し

、

出

雲

民

族

と

な

り

、

出

雲

神

道

を

起

こ

す

。
外

宮

は

こ

の

神

族

が

丹

波

に

現

れ

た

も

の

で

、
雄

略

天

皇

の

頃

、
伊

勢

に

下

り

、

外

宮

と

な

る

。

内

宮

と

外

宮

し

っ

く

り

来

な

い

の

は

、

こ

の

霊

的

因

縁

に

よ

る

。

天

皇

を

、

龍

顔

を

拝

す

と

か

、

逆

鱗

に

ふ

れ

る

と

か

言

う

が

、

龍

族

で

あ

る

と

い

う

意

味

で

あ

る

。
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つ

ま

り

日

本

は

龍

族

の

国

と

い

う

こ

と

。

諸

外

国

は

鳥

族

が

お

お

い

。

鳳

輩

と

い

う

エ

ジ

プ

ト

の

神

、

ユ

ダ

ヤ

の

エ

ホ

バ

、

キ

リ

ス

ト

教

の

エ

ン

ゼ

ル

は

翼

が

あ

り

、

人

間

は

神

の

姿

に

似

せ

ら

れ

て

作

ら

れ

た

と

信

じ

ら

れ

て

い

る

。

「

世

に

も

不

思

議

な

体

験

物

語

」

参

照

★

私

が

見

た

幽

界

の

風

景

★

極

楽

で

は

無

い

で

す

が

、

今

住

ん

で

い

る

所

の

風

景

。

何

百

年

か

前

の

田

舎

の

感

じ

が

し

ま

す

。

民

家

は

余

り

な

く

て

、

お

宮

が

点

在

し

て

い

ま

す

。
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初

夏

の

早

朝

の

様

な

清

々

し

さ

が

あ

っ

て

草

木

は

青

々

と

し

て

輝

い

て

観

え

ま

す

。

そ

の

お

宮

は

現

界

の

お

宮

と

通

じ

て

い

て

重

な

り

合

っ

て

い

ま

す

。

お

宮

と

私

の

家

に

は

細

い

道

が

で

き

て

い

ま

す

が

、

現

界

に

在

る

周

り

の

建

物

は

全

く

関

係

無

い

の

で

す

。

夜

に

な

る

と

お

宮

の

世

界

も

夜

に

な

っ

て

灯

が

と

も

り

ま

す

。

た

ま

に

人

の

家

の

様

に

人

影

が

観

え

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

同

じ

よ

う

に

太

陽

や

月

に

も

人

影

が

観

え

る

時

も

あ

り

ま

す

。

こ

の

神

様

の

道

は

私

の

家

だ

け

で

な

く

、

町

の

役

場

や

学

校

、

病

院

、

自

治

会

長

さ

ん

の

家

に

も

出

来

て

い

ま

し

た

。

皆

が

そ

れ

に

気

が

付

か

な

い

だ

け

な

の

で

す

。
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★

大

本

の

神

は

韋

駄

天

？

★

神

代

直

後

に

、

イ

ン

ド

の

韋

駄

天

が

、

キ

ン

ナ

ラ

族

を

率

い

て

日

本

に

移

住

し

て

き

た

と

い

い

ま

す

。

そ

の

後

、

先

住

の

天

照

と

衝

突

し

て

、

出

雲

に

追

わ

れ

る

。

そ

し

て

、

雄

略

天

皇

の

時

代

に

神

託

に

よ

っ

て

、

伊

勢

の

山

田

に

移

さ

れ

た

の

が

今

の

外

宮

で

あ

る

。

こ

の

神

が

金

光

教

や

天

理

教

に

加

勢

し

、

後

に

大

本

教

を

起

こ

す

。

も

と

も

と

、

異

郷

の

神

な

の

で

、

本

朝

の

皇

大

神

に

逆

ら

う

と

つ

ぶ

さ

れ

る

運

命

に

あ

る

。

大

本

教

の

弾

圧

は

こ

こ

に

原

因

が

あ

る

。

ま

た

、

こ

の

神

は

大

正

十

一

年

の

関

東

大

震

災

の

と

き

に

現

れ

た

が

、

法

華

経

を

奉

じ

た

た

め

に

主

神

を

失

い

滅

ん

だ

。

世

の

立

替

、

建

て

直

し

に

主

張

す

る

先

人

は

日

蓮

系

が

多

い

で

す

よ

ね

。
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私

の

地

元

に

も

、

井

上

日

昭

と

い

う

日

蓮

宗

僧

侶

の

革

命

家

が

お

ら

れ

ま

し

た

。

★

天

理

教

の

霊

的

事

情

★

天

理

教

の

主

神

、

天

理

王

命

は

、

日

本

の

土

着

の

土

蜘

蛛

族

の

先

祖

で

、

そ

の

子

孫

が

教

祖

の

み

き

さ

ん

。

日

本

は

も

と

も

と

土

蜘

蛛

の

国

で

あ

り

、

土

蜘

蛛

の

血

統

を

統

一

す

る

の

が

天

理

で

あ

る

。

祭

神

十

柱

は

実

は

、

日

本

神

道

以

前

の

神

の

集

ま

り

で

、

日

本

土

着

民

族

と

天

孫

族

の

混

血

が

い

ま

の

日

本

人

。

し

か

し

、

天

理

教

は

国

常

立

命

、

面

足

命

、

国

狭

槌

命

、

月

読

命

、

雲

読

命

、

惶

根

命

、

大

房

辺

命

、

帝

釈

天

、

イ

ザ

ナ

ギ

、

イ

ザ

ナ

ミ

を

天

理

王

命

と

し

て

い

る

。
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「

世

に

も

不

思

議

な

体

験

物

語

」

参

照

★

イ

ス

ラ

ム

教

の

霊

的

事

情

★

キ

リ

ス

ト

を

処

刑

し

た

の

は

ヤ

ー

ベ

と

い

う

龍

神

の

王

。

こ

の

龍

神

は

古

代

か

ら

ず

っ

と

キ

リ

ス

ト

の

神

と

対

立

し

て

い

た

。

キ

リ

ス

ト

の

没

後

六

百

年

に

、

マ

ホ

メ

ッ

ト

を

出

し

て

イ

ス

ラ

ム

教

を

起

こ

す

。

つ

ま

り

、

イ

ス

ラ

ム

教

の

主

神

の

正

体

は

こ

の

ヤ

ー

ベ

で

あ

る

。

ト

ル

コ

人

が

ユ

ダ

ヤ

人

を

虐

殺

し

た

の

も

こ

の

因

縁

の

た

め

。

十

字

軍

の

戦

い

は

、

霊

的

に

は

異

教

信

仰

の

争

い

。
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ア

ラ

ブ

と

イ

ス

ラ

エ

ル

の

因

縁

を

解

く

に

は

、

帝

釈

天

や

ヤ

ー

ベ

よ

り

も

強

大

な

神

を

世

に

出

す

こ

と

で

あ

る

。

★

記

紀

神

話

の

神

は

今

も

生

き

て

い

る

★

日

本

の

神

話

は

、

天

皇

家

の

権

威

付

け

で

あ

る

と

か

、

何

か

の

出

来

事

の

シ

ン

ボ

ル

を

神

話

に

し

た

も

の

と

か

言

わ

れ

て

い

る

が

、

心

霊

的

に

は

違

う

よ

う

で

す

。

天

孫

降

臨

も

一

般

に

言

わ

れ

て

い

る

よ

う

な

戦

争

で

は

な

く

、

た

だ

単

純

に

、

先

に

住

ん

で

い

た

国

津

神

の

コ

ノ

ハ

ナ

ノ

サ

ク

ヤ

ヒ

メ

と

新

し

く

移

住

し

て

き

た

天

津

神

の

ニ

ニ

ギ

ノ

ミ

コ

ト

が

結

婚

し

た

と

い

う

こ

と

ら

し

い

で

す

。
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だ

っ

て

、

神

界

に

は

争

い

は

無

い

で

す

し

、

高

次

の

世

界

は

と

て

も

平

和

で

互

い

に

謙

遜

す

る

と

こ

ろ

で

す

か

ら

。

記

紀

神

話

に

出

て

く

る

神

々

は

、

現

在

も

活

躍

さ

れ

て

い

ま

す

。

ニ

ニ

ギ

ノ

ミ

コ

ト

も

、

天

皇

の

御

霊

を

通

じ

て

、

稲

作

の

神

、

護

国

の

神

と

し

て

活

躍

し

て

い

ま

す

。

た

だ

、

人

間

の

私

た

ち

が

感

じ

る

こ

と

が

出

来

な

い

の

で

、

神

話

の

世

界

と

し

て

遠

ざ

け

て

い

る

の

で

す

。

と

こ

ろ

で

、

日

本

は

龍

神

の

国

で

す

。

日

本

に

先

に

住

ん

で

い

た

の

は

龍

神

の

大

王

で

あ

る

、

天

御

中

主

神

で

す

。

龍

神

の

魂

は

人

間

の

世

界

に

も

分

霊

を

出

し

て

い

ま

す

。

龍

神

も

夫

婦

が

あ

り

、

家

族

生

活

を

営

み

ま

す

。

そ

れ

は

龍

神

の

魂

を

起

源

と

し

て

い

る

た

め

の

霊

的

根

拠

と

い

え

ま

す

。

宗

教

の

対

立

や

、

神

々

の

争

う

神

話

は

、

人

間

の

世

界

に

近

い

、

幽

界

で

の

出

来

事

な
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の

で

す

。

★

霊

界

通

信

の

し

く

み

★

霊

界

で

は

、

発

声

器

官

が

無

い

の

で

、

お

互

い

の

意

思

疎

通

は

想

念

に

よ

っ

て

行

わ

れ

ま

す

。
で

す

か

ら

、
あ

る

人

に

会

い

た

い

と

思

え

ば

直

ち

に

相

手

に

想

念

が

と

ど

き

、

相

手

は

会

い

た

が

っ

て

い

る

人

が

い

る

と

感

じ

ま

す

。

ま

た

瞬

時

に

移

動

し

て

す

ぐ

に

会

う

こ

と

も

出

来

ま

す

。

高

い

神

霊

は

人

間

世

界

か

ら

隔

た

っ

て

い

る

の

で

、

直

接

想

念

を

送

る

こ

と

が

難

し

い

で

す

が

、
そ

の

場

合

は

、
人

霊

で

他

界

後

向

上

し

、
霊

格

を

高

め

た

霊

(

指

導

霊

)

を

中

継

し

て

、

霊

能

者

の

人

間

に

神

の

想

念

を

伝

え

る

。
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こ

の

場

合

は

、

霊

能

者

の

脳

の

、

聴

覚

中

枢

に

直

接

想

念

を

送

る

そ

う

で

す

。

だ

か

ら

、

耳

元

で

さ

さ

や

く

よ

う

な

声

が

聞

こ

え

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

も

う

一

つ

の

通

信

法

に

、

降

霊

が

あ

り

ま

す

。

霊

能

者

の

顕

在

意

識

を

消

し

て

、

そ

の

部

分

に

霊

界

の

霊

が

入

り

、

霊

能

者

の

身

体

と

脳

を

使

っ

て

話

を

し

ま

す

。

そ

の

と

き

は

霊

能

者

の

口

調

や

手

振

り

、

態

度

は

入

っ

て

い

る

霊

そ

の

も

の

に

な

り

ま

す

。

★

龍

神

に

つ

い

て

★

一

般

的

に

、
龍

神

は

空

想

の

動

物

で

、
霊

界

に

も

居

な

い

。
ま

た

、
霊

的

生

物

で

も

、

人

間

が

敬

意

を

は

ら

う

も

の

と

い

え

な

い

自

然

霊

の

一

種

と

考

え

ら

れ

て

い

る

よ

う

で
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す

が

、

そ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

龍

神

は

人

の

魂

の

祖

で

す

。

ま

た

、

地

球

の

創

造

に

直

接

関

わ

っ

て

、

創

造

神

の

直

接

の

配

下

に

あ

る

神

々

で

す

。

龍

神

の

情

報

を

ま

と

め

る

と

、

①

記

紀

神

話

の

神

々

は

龍

神

。

そ

し

て

今

現

在

も

活

き

て

活

躍

し

て

い

る

。

②

龍

神

は

宇

宙

創

造

の

神

の

霊

威

か

ら

派

生

す

る

。

自

然

界

、

人

間

界

を

霊

的

に

指

導

、

守

護

し

て

い

る

。

③

龍

神

は

神

界

に

い

て

、

現

界

の

肉

体

を

持

っ

た

こ

と

が

な

い

。

そ

れ

で

も

年

齢

は

あ

っ

て

、

数

万

歳

～

数

百

万

歳

あ

る

ら

し

い

。

④

龍

神

は

夫

婦

を

営

み

、

子

供

が

で

き

る

。

生

ま

れ

る

と

き

は

妖

精

の

よ

う

に

た

く

さ

ん

子

供

が

産

ま

れ

る

。
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⑤

人

間

の

魂

の

祖

で

、

人

間

は

龍

神

か

ら

感

性

や

、

愛

情

な

ど

の

人

間

と

し

て

の

豊

か

な

心

を

受

け

継

い

で

い

る

。

⑥

龍

神

は

霊

体

で

存

在

す

る

が

、

様

様

な

姿

に

な

れ

る

ら

し

い

。

★

女

性

は

生

命

の

大

元

で

あ

る

★

男

性

よ

り

も

女

性

の

方

が

、

よ

り

根

源

的

で

あ

る

よ

う

で

す

。

で

も

、

キ

リ

ス

ト

教

で

は

女

性

は

男

性

の

ア

ダ

ム

の

肋

骨

か

ら

生

ま

れ

た

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

が

。

単

細

胞

生

物

は

細

胞

分

裂

に

よ

っ

て

封

増

す

が

、

そ

れ

は

メ

ス

と

い

う

こ

と

で

す

。

少

し

進

化

す

る

と

メ

ス

か

ら

分

化

し

て

オ

ス

が

生

ま

れ

て

き

ま

す

。

霊

界

全

体

も

女

性

原

理

が

働

い

て

い

ま

す

。
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男

性

は

何

か

を

進

め

る

力

を

持

っ

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

カ

ル

マ

の

力

を

利

用

す

る

も

の

で

す

。

女

性

は

も

と

も

と

生

み

出

す

力

を

持

っ

て

い

る

の

で

、

カ

ル

マ

を

も

操

作

す

る

必

要

は

無

く

、

自

然

の

も

摂

理

の

中

で

霊

能

力

を

発

揮

で

き

ま

す

。

日

本

神

界

の

天

照

も

女

神

で

す

。

天

御

中

主

は

中

心

に

立

つ

御

柱

、

つ

ま

り

御

子

神

。

と

言

う

こ

と

は

、

そ

の

神

を

包

み

込

む

母

神

が

あ

る

は

ず

で

す

。

ニ

ニ

ギ

の

尊

と

ア

マ

テ

ラ

ス

の

関

係

の

よ

う

に

。

そ

れ

は

地

球

太

霊

で

し

ょ

う

。

★

宇

宙

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

あ

り

、

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

創

造

す

る

の

が

神

で

あ

る

★

森

羅

万

象

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

か

ら

な

る

と

い

う

。

全

て

の

現

象

、

物

質

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

波

動

に

帰

起

す

る

と

い

う

。
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し

か

し

、

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

体

も

ま

た

作

り

出

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

な

ぜ

な

ら

、

こ

の

宇

宙

に

確

と

し

た

秩

序

法

則

と

因

果

律

が

あ

る

以

上

は

、

そ

れ

は

偶

然

に

出

来

た

も

の

で

は

な

く

、

何

者

か

に

よ

っ

て

作

ら

れ

た

と

い

う

こ

と

は

間

違

い

の

無

い

こ

と

で

あ

る

。

も

し

、

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

永

久

の

昔

か

ら

あ

っ

た

の

で

あ

れ

ば

、

神

と

と

も

に

あ

っ

た

こ

と

に

な

り

、

神

は

神

界

の

王

と

言

う

わ

け

で

は

な

い

こ

と

に

な

る

。

神

は

働

き

で

あ

り

、

創

造

で

あ

り

、

愛

そ

の

も

の

で

あ

る

か

ら

、

一

切

を

生

み

、

創

り

出

す

こ

と

が

出

来

る

の

で

あ

る

。
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★

心

霊

的

に

神

を

考

え

る

★

自

然

は

神

で

は

な

い

。

自

然

の

中

に

神

が

い

ま

し

給

う

の

で

あ

る

。

法

則

も

神

で

は

な

い

。

自

然

も

法

則

も

神

の

統

括

下

に

あ

る

。

神

も

無

く

、

法

則

も

無

い

真

空

の

虚

無

の

空

間

は

な

い

。

か

つ

て

存

在

せ

ず

、

今

も

無

い

。

自

然

界

が

あ

り

、

そ

れ

が

永

続

す

る

の

は

神

霊

界

が

あ

る

か

ら

。

神

々

の

あ

る

も

の

は

全

知

全

能

で

あ

り

、

各

々

の

神

格

に

応

じ

て

役

割

が

あ

る

。

そ

れ

は

天

地

創

造

の

主

か

ら

来

た

も

の

で

あ

る

。

神

界

で

は

、

絶

対

神

か

ら

発

す

る

神

格

は

神

真

と

い

い

、



20

こ

れ

は

全

知

全

能

の

神

の

神

愛

に

よ

っ

て

神

界

の

各

界

に

放

射

さ

れ

る

。

そ

れ

は

現

界

で

例

え

る

と

、

太

陽

の

熱

と

光

。

愛

は

太

陽

の

熱

に

似

て

い

る

。

愛

か

ら

来

る

真

は

光

に

似

て

い

る

。

神

界

に

お

い

て

神

界

を

創

る

神

格

は

愛

で

あ

る

。

神

界

の

光

は

神

意

で

あ

る

、

そ

の

光

は

神

的

悟

り

、

智

恵

で

あ

る

。

「

ド

ク

ト

ル

霊

界

探

訪

記

」

参

照

★

ど

ん

な

人

間

が

高

次

の

世

界

へ

行

く

の

か

★

多

く

の

人

は

、

天

国

へ

行

き

た

い

と

願

っ

て

い

る

。
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し

か

し

そ

の

反

面

、

天

国

に

行

け

る

よ

う

な

生

涯

を

送

る

の

は

難

し

い

と

思

っ

て

い

る

人

も

い

る

。

そ

れ

は

、

宗

教

的

な

先

入

観

が

あ

る

た

め

だ

と

思

う

。

天

国

に

入

る

に

は

、

世

俗

の

誘

惑

を

捨

て

て

、

宗

教

的

な

人

生

を

送

り

、

信

奉

す

る

神

仏

に

帰

依

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

教

え

ら

れ

て

い

る

か

ら

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

、

善

き

信

者

に

な

っ

て

宗

教

的

な

人

生

を

過

ご

し

て

も

、

高

次

へ

い

た

る

と

は

限

ら

な

い

。

宗

教

云

々

よ

り

も

、

神

の

道

に

か

な

っ

た

生

活

、

正

し

い

行

い

を

し

て

い

れ

ば

神

は

そ

れ

に

応

じ

て

守

っ

て

く

れ

る

。

世

の

た

め

人

の

為

と

思

っ

て

働

く

の

は

悪

く

は

無

い

が

、



22

人

を

助

け

れ

ば

、

回

り

回

っ

て

自

分

も

助

け

ら

れ

る

と

い

う

狡

さ

が

あ

れ

ば

神

霊

的

に

は

意

味

は

な

い

。

人

間

は

一

般

の

社

会

に

活

き

、

職

業

を

持

っ

て

そ

の

業

務

に

精

進

し

、

日

常

生

活

も

善

良

な

る

一

個

人

と

し

て

ま

っ

と

う

な

人

生

を

お

く

れ

ば

、

自

然

に

心

霊

的

心

境

に

目

覚

め

る

の

で

あ

る

。

★

北

海

道

の

霊

的

背

景

★

私

は

北

海

道

夕

張

郡

栗

山

町

の

出

身

で

す

。
2

5

ま

で

住

ん

で

い

ま

し

た

。

途

中

、

札

幌

や

オ

ホ

ー

ツ

ク

沿

岸

の

町

、

興

部
(

オ

コ

ッ

ペ

)

に

も

い

ま

し

た

。

栗

山

町

は

始

め

は

ア

イ

ヌ

の

四

家

族

か

ら

始

ま

っ

た

町

で

す

。

そ

こ

に

角

田

市

か

ら

の
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開

拓

団

が

や

っ

て

き

た

そ

う

で

す

。

ア

イ

ヌ

と

倭

人

の

戦

い

は

有

名

で

す

け

ど

、

北

海

道

全

域

が

そ

う

だ

っ

た

わ

け

じ

ゃ

な

い

で

す

。

友

好

的

な

地

域

も

あ

り

ま

し

た

。

北

海

道

の

冬

は

厳

し

い

で

す

か

ら

、

協

力

し

て

い

か

な

い

と

生

き

て

行

け

ま

せ

ん

。

実

家

の

母

が

小

学

生

の

時

に

ク

ラ

ス

メ

ー

ト

に

ア

イ

ヌ

の

女

の

子

が

い

た

そ

う

で

す

け

ど

、

ご

く

普

通

の

友

達

だ

っ

た

と

言

い

ま

す

。

当

時

は

、

街

で

も

刺

青

を

し

た

ア

イ

ヌ

の

お

ば

さ

ん

達

が

買

い

物

を

し

て

い

た

そ

う

で

す

。

母

の

出

身

は

北

見

枝

幸

で

す

が

、

ア

イ

ヌ

の

人

が

多

く

暮

ら

し

て

い

た

よ

う

で

す

。
祖

父

は

、
北

見

枝

幸

の

風

烈

布

(
フ

レ

ッ

プ

)

の

神

社

の

総

代

を

何

年

も

し

て

い

ま

し

た

。

稲

荷

神

社

で

す

が

、

フ

レ

ッ

プ

は

ア

イ

ヌ

語

で

狐

の

意

味

で

す

。

実

は

そ

こ

は

そ

の

地

域

の

ア

イ

ヌ

の

精

霊

を

祭

っ

て

い

る

お

宮

で

し

た

。



24

子

供

の

こ

ろ

は

夏

休

み

の

度

に

こ

の

祖

父

の

と

こ

ろ

に

遊

び

に

い

っ

て

い

ま

し

た

。

ご

く

当

然

の

成

り

行

き

か

、

仕

組

ま

れ

て

い

た

の

か

、

フ

レ

ッ

プ

様

と

お

近

づ

き

に

な

り

ま

し

た

。

フ

レ

ッ

プ

は

稲

荷

系

の

精

霊

で

す

。

外

宮

に

使

え

て

い

ま

す

。

ア

イ

ヌ

以

前

か

ら

す

で

に

こ

の

北

海

道

に

赴

任

し

て

い

て

、

ア

イ

ヌ

と

倭

人

の

争

い

に

は

直

接

関

与

し

て

い

な

い

と

言

う

の

で

す

。

戦

争

に

関

与

す

る

神

霊

は

、

人

間

に

近

づ

き

す

ぎ

た

た

め

に

、

人

間

の

穢

れ

に

ま

み

れ

て

、

神

界

に

帰

れ

な

く

な

っ

た

霊

達

な

の

で

す

。

民

族

紛

争

や

宗

教

戦

争

の

因

縁

は

こ

れ

ら

の

霊

た

ち

が

引

き

起

こ

し

て

い

る

の

で

す

。

古

代

の

氏

族

の

争

い

や

文

明

の

起

源

な

ど

か

ら

霊

的

真

理

を

探

ろ

う

と

試

み

る

研

究

者

が

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

す

が

、

歴

史

的

事

実

と

言

う

の

は

業

の

現

れ

だ

か

ら

、
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そ

れ

を

通

し

て

霊

的

因

果

関

係

を

探

ろ

う

と

し

て

も

や

は

り

業

し

か

見

え

て

こ

な

い

。

シ

ュ

タ

イ

ナ

ー

の

カ

ル

マ

論

と

同

じ

。

カ

ル

マ

の

連

鎖

を

み

る

だ

け

。

神

秘

的

古

代

史

論

は

あ

る

意

味

で

は

無

だ

な

の

で

す

。

北

海

道

の

神

社

の

ほ

と

ん

ど

は

国

津

神

系

、

そ

れ

も

ア

イ

ヌ

の

聖

地

と

か

因

縁

の

あ

る

場

所

に

建

立

し

て

い

ま

す

。

そ

れ

は

侵

略

的

天

孫

降

臨

と

同

じ

。

ア

イ

ヌ

の

お

地

場

に

神

社

を

強

制

的

に

た

て

て

、

ア

イ

ヌ

を

制

圧

し

た

、

か

の

よ

う

に

見

え

ま

す

が

、

ア

イ

ヌ

の

神

の

残

党

は

現

代

に

よ

み

が

え

っ

て

、

早

く

は

戦

前

か

ら

新

興

宗

教

の

神

と

し

て

よ

み

が

え

っ

た

。

仇

の

倭

人

の

子

孫

を

信

者

に

し

て

跪

か

せ

て

喜

ん

で

い

る

。
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世

の

建

て

直

し

っ

て

言

っ

て

騒

ぐ

け

ど

、

ふ

た

を

開

け

る

と

そ

う

い

う

こ

と

。

神

様

も

多

め

に

観

て

る

。

そ

う

い

う

因

縁

が

あ

る

か

ら

。

あ

ま

り

あ

く

ど

い

こ

と

は

し

な

い

け

ど

、

本

当

の

神

じ

ゃ

な

い

か

ら

、

そ

ん

な

の

信

仰

し

た

ら

人

生

棒

に

振

っ

て

し

て

し

ま

う

。

明

治

以

降

の

信

仰

宗

教

は

そ

ん

な

の

が

多

い

。

歴

史

の

波

に

乗

り

遅

れ

た

落

ち

こ

ぼ

れ

の

神

霊

が

、

宗

教

や

っ

て

憂

さ

晴

ら

し

。

そ

れ

が

世

の

立

て

な

お

し

願

望

の

正

体

。

つ

ま

り

、

現

界

の

歴

史

は

怨

霊

と

呪

い

が

動

か

し

ま

す

。

そ

れ

を

探

っ

て

も

業

の

迷

宮

に

陥

る

だ

け

で

す

。
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★

占

い

の

神

霊

・

蟲

神

★

占

い

の

指

導

霊

の

よ

う

な

も

の

を

、

蟲

神

と

い

い

ま

す

。

神

で

も

な

い

し

、

人

霊

で

も

な

い

し

、

精

霊

で

も

な

い

し

、

不

思

議

な

霊

で

す

。
悪

霊

で

も

、
善

霊

で

も

な

く

、
占

い

を

当

ら

せ

て

く

れ

る

霊

で

す

。

こ

の

霊

が

憑

い

て

い

る

占

い

師

は

、

よ

く

当

り

ま

す

。

高

橋

は

、

高

校

生

の

頃

に

憑

い

て

い

て

、

そ

の

頃

は

霊

感

少

女

と

い

わ

れ

て

、

地

元

で

は

有

名

で

し

た

。

今

は

こ

の

蟲

神

は

居

な

い

の

で

、

当

ら

な

い

？

蟲

神

は

、

オ

ー

ソ

ド

ッ

ク

ス

な

、

易

者

の

よ

う

な

姿

で

現

れ

て

、

フ

レ

ン

ド

リ

ー

な

感

じ

で

す

が

、

あ

ま

り

人

間

的

な

感

情

は

無

い

よ

う

で

す

。
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大

神

が

作

っ

た

ロ

ボ

ッ

ト

の

よ

う

に

思

わ

れ

ま

す

。

深

く

語

り

合

う

こ

と

が

出

来

な

い

の

で

少

な

く

と

も

人

間

の

霊

で

は

な

い

で

す

ね

。

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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こ

の

電

子

書

籍

は

著

作

権

に

よ

っ

て

保

護

さ

れ

て

い

ま

す

。

無

断

な

転

用

、

転

載

、

再

配

布

は

禁

じ

ま

す

。
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